


























































































































































































































































































































































































































　ストー リー に関する作業  　製本に関する作業
　・子どもの観察　　　・ミニチュア本作成
　・ストーリーの作成　・下絵を描く
　・ストーリーの修正　・紙数の調整
　　　（加筆・削除）　　・絵の完成
　　　　　　　　　　　・製本
最終作業
・ストーリーの書き込み
手書き　あるいは　貼り付け
　創作に関わる作業から、以下に掲げる能力が
育成できればと考える。
作業から習得するスキル
　　a、現代社会の構造を確認する
　　b、 現代社会の中で生きる子どもの実態を
把握する
　　c、大人と子どもの関係を考える
　　d、観察結果を文章化する能力
　　　　　・日常生活の観察の言語化
　　　　　・言語化から文字化のための整理
　　　　　・日常生活を素材にした物語作り
　　　　　　目的に叶った想像力
　　e、行動を計画する能力
　これらの作業効果を受講生の立場から捉える
と、次のように纏められるだろう。
　【a～ c】
　　社会への関心が高まる
　【d】
　　 語彙・表現が興味・関心の継続にどのよう
な影響を与えるかを知る
　【e】
　　 衝動的な行動は、大きなリスクを生むこと
を自覚する
　以上の作業効果を想定するものの、受講生の
何％が実感しているか、実態は掴めない。ただ、
その効果を実感する受講生を増やすためには、
［３－３実施例の紹介］に掲出した「作業説明が
分からない」受講生への対応が欠かせない。
　つまり「聞く力」の乏しい受講生に、「聞く
能力」を育てなければ、先に提示した「到達目標」
達成は望めないのである。その結果、取り組む
べき課題が確認された。
　「聞けない」のか？「聞かない」のか？
　この課題解決に向けて、以下の自問自答と繰
り返しの点検が必要だろう。
Ｑ，なぜ、説明が通じないのか？
Ａ， 「受講生である私は、今何をすべきなのか。
　　 担当者は、私に何を求めているのか」が分
からない受講生がいる。しかし、そのよう
な学生の存在を認めたくない。
実態以上に受講生の能力を低く捉える意識は、
自身の指導力を過信することから起こるのでは
ないか。経験の蓄積が、「指導力の過信」を招
くのかもしれない。
Ｑ， 授業時に使用している語彙は、理解を促す
に相応しいものか？
Ａ， 生活環境の変化が、当然知っていると思う
事象や事物の質・量を異にしている。この
認識の無さが、説明不足を引き起こしてい
る。
　受講生の語彙数や文章力は、年々個人差が拡
大している。特に、生活様式の変化が原因と思
われる現象も多い。中でも、語句の意味範囲や
用法、生活用品の知識については、顕著である。
例えば、糸や縫い針に関する知識の差は大きい。
木綿針と絹針、布団針と刺繍針の区別ができな
いため、製本に用いる「太い針と太い糸を持参
しなさい」という指示は、徹底に時間を要した。
生活用品は、文化の中で多種多様のものが存在
している。用途を明確に説明し、使用目的に合
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致したものを具体的に指示する配慮が、指導者
の能力として求められる。受講生がどのような
文化の中で成長したのか、その文化をいち早く
受容する姿勢の欠如が、「聞けない」「聞かない」
受講生を無くせない原因である。
　上記のような例は、授業時には頻繁に起こる。
受講生の知識や技能を育んでいる「文化」に関
心を示すことが、「聞かない」「聞けない」の問
題解決の糸口になる。従って、授業時に発生す
る問題に関しては指導者側の努力に委ねれば、
いつか解決するだろう。しかし、保育者の養成
において、「いつか」を待つことは許されない。
　ただ、受講生に対して、職場や地域社会では、
同様のことが原因で相互理解ができなくても、
それは「文化の差」ということで処理されるこ
とが多い、という注意は与えるべきである。
４．科目担当者に求められる資質とは
　養成科目担当者に求められる資質とは何かと
問われると、「異文化理解」の能力だと回答する。
ここでいう「異文化」とは、我が国の文化を構
成する「各世代特有の文化」の意である。では、
「異文化理解」に必要なスキルとは何だろう。
形態の異なる授業を比較し考えてみる。
４－１　「聞く力」に応じる
　筆者の場合、担当する授業の形態は、対面型
と非対面型の２つである。日常的には、18歳か
ら20歳までを対象に、対面型の授業を担当して
いる。期間が限定された対面型授業では、受講
生の年齢は30代後半から70代後半と高く、現役
で活躍中の人や定年退職者である。しかし、「異
文化理解」に苦しむことは皆無に近い。第二の
人生の準備として学ぶ人達であるから、受講の
目的は明確で「聞く力」は優れている。受講生は、
疑問に応える知識と熱意があれば「科目担当者
としての資質がある」と認める。
　非対面型の授業は、インターネットを活用し、
受講生は自身の意欲で「学び」を継続する。こ
の場合に必要な資質は、次の２つに重きがおか
れる。
　①１シート（画面）に書く「内容」
　②聞き続けられる「話し方」
　ネットで配信する資料は、授業のポイントを
端的に示す内容であることが求められる。その
ため、１シートに多くのことを書いてはいけな
い。受講生は、画像の資料を見ながら「聞く」
学習を続けるので、担当者は滑舌良く、明瞭に
話す技能が必要となる。コンテンツ撮影時の心
得を挙げるなら、撮影作業者の反応などを視野
に入れるのが良いと思う。これは、対面型を非
対面型に応用すると考えた技能向上法である。
　授業形態を問わず、受講生の反応を常に心に
とめ、機敏に対応する能力―これが科目担当者
に求められる資質である。
４－２　集団の中の「私」に留意する
　近年実施されている「授業アンケート」は、「人
材育成」の「質保証」を目的に、育成科目担当
者の技能・意識の点検と受講生の学習意欲を問
うために実施されているようだ。その効果の是
非はともかく、「質保証」を目指すならば、科
目担当者には、アンケート調査からは見えない
受講生の人間関係を観察する力が必要だと思
う。
　土井隆義氏は、現代の人間像を「キャラ」と
いう言葉で表現している。子どもがキャラ化す
る（キャラ化される）原因は、社会が排除型に
なっているからだと分析する（岩波ブックレッ
トNO759）。受講生の言動には、一見平穏な雰
囲気の中に、複雑な人間関係と小集団の上下構
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造が見え隠れする。「他者」と「私」の同一化
を図り、所属集団と非所属集団との安泰を保つ
「私」を形成する力－それが受講生が成長過程
で獲得した「社会人基礎力」なのかもしれない。
　筆者が、絵本創作を単位認定に必要な課題と
して設定した意図は、自立した「私」の確立を
願うからである。作品の創作では、生来持ち合
わせた才能を直視しなければならない。社会人
になれば、この状況が続くのだろう。所属集団、
非所属集団の別なく、「私」は「他者」と異な
る存在であることを認めざるを得ない状況に追
い込まれる。それに耐えるのが社会人である。
　保育者養成に必要なことは、授業時にこの体
験をさせることではないのか。筆者の担当科目
に絵本創作を課すのは、まさにそれを目的とし
ているからである。［創作の断念］は［受講放棄＝
単位未取得］を意味する。そこで悪戦苦闘しな
がら「問題からの逃避」は思いとどまり、作品
完成に到達する。作品の完成は、自立した「私」
を形成するきっかけになればと願うのだが。
　この取り組みの成果は、最終レポートを精読
し、稿を改め報告したい。
お わ り に
　保育者養成は、現代社会が抱える「待機児童
問題」の解消に向け、今暫くは衰えないだろう。
専門教育への特化は、就職に有利な資格取得と
強く結びついている。本田由紀氏は、『教育の
職業的意義』（ちくま新書）の中で「緩やかな
専門性」について述べる。不況・就職難・専門
教育・免許、資格の取得・就職活動のサイクルで、
学生は困惑している。入学前教育、初年次教育
が当たり前のように行われながら、果たして専
門職に相応しい「社会人基礎力」の育成が実現
されているのか、また社会が求める人材育成を
実現できる教員としての資質を自身が備えてい
るのか、という自省の姿勢さえも失いがちであ
る。
　上田紀行氏は、『生きる意味』（2011,岩波新書）
で次のように述べている。
　　 他者から嫌われないために自分を透明化す
る。それは「他者の目」を強く意識しなが
ら生きるという日本人の自我の構造に根ざ
している。（PP.36-37）
　そういう状態に陥りかけた自身を確認した－
これが今回の検証結果である。
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